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ＴＤＣ技術レポート 
2002/07/22 

T.KONDO 
 

Ｐｅｒｌを使ったファイルのバケツリレー転送プログラム 
 
直接接続されていないネットワーク上に存在するファイルを転送するための簡単なプログ
ラムをＰｅｒｌを使って開発したので報告する。 
 
１．背景 
 
 ＫＳＰ鹿島局とＫＳＰ小金井局はＫＳＰネットワークにより接続されているが、このネ
ットワークはプライベートアドレスを使用しており、所内ＬＡＮとは切り離されている。
現在このＫＳＰネットワークにＩＰ－ＶＬＢＩ観測用ＰＣを接続して、試験観測等を実施
しているが、３４ｍアンテナ観測兼相関処理用ＰＣは所内ＬＡＮに接続されており、その
両者間で、ファイルを直接転送することが出来なかった。そこで、ＫＳＰ鹿島観測局舎内
に、ネットワークカードを２枚実装した Linux 機を設置し、その Linux 機経由で、２回Ｆ
ＴＰを行うことによりファイルのやりとりを行っている。しかしながら、中継用 Linux 機
のハードディスク容量は十分なものではないため、１観測データが１ＧＢに及ぶこともあ
るＩＰ－ＶＬＢＩ観測データは転送することができなかった。そのため、相関処理用ＰＣ
をその都度、ＫＳＰ観測局舎に運搬し、そこでＫＳＰネットに接続をせざるを得なかった。
そこで、中継用 Linux 機でサーバーとクライアントの機能を同時に有するプログラムを走
らせ、バケツリレー式にデータを転送するプログラムをＰｅｒｌで作成した。また、ＫＳ
Ｐ小金井局のＰＣが中継用 Linux 機から見ることが出来なかったため、小金井からのファ
イル転送時にはＫＳＰ鹿島ＰＣでもバケツリレー用プログラムを走らせた。 
 
２．ネットワーク接続とプログラム 
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図１ ＩＰ－ＶＬＢＩシステムＰＣおよびデータ転送プログラム 
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 図１にネットワークに接続されたＰＣおよびそれぞれのＰＣで動かすＰｅｒｌプログラ
ムを示している。ＫＳＰ鹿島および小金井のＰＣ上で動作させる fcserver.pl はサーバー
プログラムであり、クライアントから要求されたデータファイルを開き、クライアントに
対して読みとったデータを送出する機能を有する。ポート番号は５０００である。ＫＳＰ
鹿島ＰＣ上で動作する tokog11.pl は linux 中継器（vlbi5）に対してはサーバー（ポート
番号５００１）として働き、小金井ＰＣに対してはクライアント（サービス要求ポート番
号５０００）として動作する。linux 中継器（vlbi5）上で動作する fromkas11.pl は所内Ｌ
ＡＮに接続されたＰＣ(vssp2)に対してはサーバー（ポート番号５０００）として動作し、
ＫＳＰ鹿島ＰＣに対してはクライアント（サービス要求ポート番号５０００）として動作
する。同じく linux中継器（vlbi5）上で動作する fromkog11.pl も fromkas11.pl と同じ機
能を有するがポート番号が５００１となっている。所内ＬＡＮに接続されたＰＣ(vssp2)上
では、クライアントプログラム c_kas11.pl（サービス要求ポート番号５０００）と
c_kog11.pl（サービス要求ポート番号５００１）が動作する。 
 
３．使用法 
 

ａ．ＫＳＰ鹿島、小金井ＰＣでサーバープログラムを走らせる 
   perl fcserver.pl [&]  ・・・ &はバックグラウンドで走らせる場合 
 
ｂ．ＫＳＰ鹿島ＰＣで小金井データ中継用サーバークライアントプログラムを走らせる 
   perl tokog11.pl [&] 
 
ｃ．linux 中継器（vlbi5）で鹿島および小金井データ中継用サーバークライアントプロ

グラムを走らせる 
   perl fromkas11.pl [&] 
   perl fromkog11.pl [&] 
 
ｄ．所内ＬＡＮ接続ＰＣ(vssp2)でファイル転送用クライアントプログラムを走らせる 
   perl c_kas11.pl ファイル名  ・・・ＫＳＰ鹿島局データ転送 
   perl c_kog11.pl ファイル名 ・・・ＫＳＰ小金井局データ転送 
   注：ファイル名だけの時はａでサーバーを走らせたディレクトリのファイル名と

なる 
 
 
４．プログラムリスト 
 
c_kas11.pl リスト 
 
use Socket; 
$fname=$ARGV[0];  # コマンドから引数を取得 
print "$fname ¥n"; 
# ソケットハンドラを取得 
if ( !socket(SOCKET,PF_INET,SOCK_STREAM,0) ){ 
 die("ソケットを生成できません: $!¥n"); 
} 
# connect により、接続 
#$host = "133.243.59.13";   # ryuu 
$host = "133.243.59.115";   # vlbi5 
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$iaddr = inet_aton($host); 
$addr = sockaddr_in(5000,$iaddr);     ##  c_kog11.pl では 5000->5001 
if ( !connect(SOCKET,$addr) ){ 
 die("connect に失敗しました: $!¥n"); 
} 
#$buf = "tds.data"; 
$buf=$fname; 
if ( !send(SOCKET,$buf,0) ){ 
 die("send に失敗しました: $!¥n"); 
} 
open(FO,">".$buf); 
$nbytes=0; 
while(1){ 
 $hispaddr=recv(SOCKET,$ibuf,1024,0); 
 $length=length($ibuf); 
 if($length <= 0){ 
     close(FO); 
     print "$nbytes received. File copy end¥n"; 
     last; 
 } 
 
    print FO $ibuf; 
    $nbytes=$nbytes+$length; 
} 
close(SOCKET); 
 
 
 
 
fromkas11.pl リスト 
 
use Socket; 
# ソケットハンドラを取得 
if ( !socket(SOCKET,PF_INET,SOCK_STREAM,0) ){ 
 die("ソケットを生成できません: $!¥n"); 
} 
# bind により、ポート番号を設定 
$addr = sockaddr_in(5000,INADDR_ANY);   ##  fromkog11.pl では 5000->5001 
if ( !bind(SOCKET,$addr) ){ 
 die("bind に失敗しました: $!¥n"); 
} 
# listen により、キューサイズを設定 
if ( !listen(SOCKET,SOMAXCONN) ){ 
 die("listen に失敗しました: $!¥n"); 
} 
 
while(1){ 
 # accept で接続待ち 
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 if ( !($client_addr = accept(CLIENT,SOCKET)) ){ 
  die("accept に失敗しました: $!¥n"); 
 } 
 print "connected¥n"; 
  
 # ソケットハンドラを取得（高速バスクライアント接続用） 
 if ( !socket(SOCKET2,PF_INET,SOCK_STREAM,0) ){ 
  die("ソケットを生成できません: $!¥n"); 
 } 
 if ( !setsockopt(SOCKET2,SOL_SOCKET,SO_REUSEADDR,pack("l",1)) ){ 
  print "ローカルアドレス再利用可にセットできません: $!¥n"; 
 } 
 # connect により、接続 
 $host = "192.168.102.14";  # KSP-KASHIMA site 
 $iaddr2 = inet_aton($host); 
 $addr2 = sockaddr_in(5000,$iaddr2);    ##  fromkog11.pl では 5000->5001 
 # connect により、接続 
 if ( !connect(SOCKET2,$addr2) ){ 
  die("connect に失敗しました: $!¥n"); 
 } 
 print "connected to 192.168.102.14¥n"; 
  
     $hispaddr=recv(CLIENT,$buf,80,0); 
 print "$buf¥n"; 
 if ( !send(SOCKET2,$buf,0) ){ 
   die("send に失敗しました: $!¥n"); 
 } 
     $nbytes=0; 
 while(1){ 
  $his2=recv(SOCKET2,$ibuf,1024,0); 
     $length=length($ibuf); 

     if($length <= 0){ 
          print "$nbytes received and sent¥n"; 
          last; 
     } 
  if ( !send(CLIENT,$ibuf,0) ){ 
   die("send に失敗しました: $!¥n"); 
  } 
        $nbytes=$nbytes+$length; 
 } 
 
 close(CLIENT); 
 close(SOCKET2) 
} 
close(SOCKET); 
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tokog11.pl リスト 
 
use Socket; 
# ソケットハンドラを取得 
if ( !socket(SOCKET,PF_INET,SOCK_STREAM,0) ){ 
 die("ソケットを生成できません: $!¥n"); 
} 
# bind により、ポート番号を設定 
$addr = sockaddr_in(5001,INADDR_ANY); 
if ( !bind(SOCKET,$addr) ){ 
 die("bind に失敗しました: $!¥n"); 
} 
# listen により、キューサイズを設定 
if ( !listen(SOCKET,SOMAXCONN) ){ 
 die("listen に失敗しました: $!¥n"); 
} 
 
while(1){ 
 # accept で接続待ち 
 if ( !($client_addr = accept(CLIENT,SOCKET)) ){ 
  die("accept に失敗しました: $!¥n"); 
 } 
 print "connected¥n"; 
  
 # ソケットハンドラを取得（高速バスクライアント接続用） 
 if ( !socket(SOCKET2,PF_INET,SOCK_STREAM,0) ){ 
  die("ソケットを生成できません: $!¥n"); 
 } 
 if ( !setsockopt(SOCKET2,SOL_SOCKET,SO_REUSEADDR,pack("l",1)) ){ 
  print "ローカルアドレス再利用可にセットできません: $!¥n"; 
 } 
 # connect により、接続 
 $host = "192.168.101.14";  # KSP-KOGANEI site 
 $iaddr2 = inet_aton($host); 
 $addr2 = sockaddr_in(5000,$iaddr2); 
 # connect により、接続 
 if ( !connect(SOCKET2,$addr2) ){ 
  die("connect に失敗しました: $!¥n"); 
 } 
 print "connected to 192.168.101.14¥n"; 
  
 $hispaddr=recv(CLIENT,$buf,80,0); 
 print "$buf¥n"; 
 if ( !send(SOCKET2,$buf,0) ){ 
  die("send に失敗しました: $!¥n"); 
 } 
 $nbytes=0; 
 while(1){ 
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  $his2=recv(SOCKET2,$ibuf,1024,0); 
     $length=length($ibuf); 

     if($length <= 0){ 
          print "$nbytes received and sent¥n"; 
          last; 
     } 
  if ( !send(CLIENT,$ibuf,0) ){ 
   die("send に失敗しました: $!¥n"); 
  } 
        $nbytes=$nbytes+$length; 
 } 
 
 close(CLIENT); 
 close(SOCKET2) 
 
} 
close(SOCKET); 
 
 
fcserver.pl リスト 
 
use Socket; 
# ファイルコピーサーバープログラム 
 
# ソケットハンドラを取得 
if ( !socket(SOCKET,PF_INET,SOCK_STREAM,0) ){ 
 die("ソケットを生成できません: $!¥n"); 
} 
# bind により、ポート番号を設定 
$addr = sockaddr_in(5000,INADDR_ANY); 
if ( !bind(SOCKET,$addr) ){ 
 die("bind に失敗しました: $!¥n"); 
} 
# listen により、キューサイズを設定 
if ( !listen(SOCKET,SOMAXCONN) ){ 
 die("listen に失敗しました: $!¥n"); 
} 
while(1){ 
 # accept で接続待ち 
 if ( !($client_addr = accept(CLIENT,SOCKET)) ){ 
  die("accept に失敗しました: $!¥n"); 
 } 
 $hispaddr=recv(CLIENT,$buf,80,0); 
 print "$buf will be opened for COPY ¥n"; 
 open(FH,$buf); 
 $RECSIZE=1024; 
 $recno=0; 
 $nbytes=0; 
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 while(1){ 
      $recread=read(FH,$record,$RECSIZE); 
      if ($recread <= 0) { 
          close(FH); 
          print "$nbytes bytes sent¥n"; 
          last; 
       } 
  
       if ( !send(CLIENT,$record,0) ) { 
       die("send に失敗しました: $!¥n"); 
       } 
       $nbytes=$nbytes+$recread; 
 } 
 close(CLIENT); 
} 
close(SOCKET); 
 
 


